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●議案第１号 

 令和７年度青森県教育委員会事務局及び教育機関(学校を除く。)の職員 

人事異動方針案について                           P１ 

 

●議案第４号 

 令和７年度青森県立高等学校及び青森県立中学校入学者募集人員について   P２～５ 

 

●議案第５号 

 令和７年度青森県立特別支援学校高等部及び専攻科入学者募集人員について    P６ 



 
 

 
 

令和７年度青森県教育委員会事務局及び教育機関 
       （学校を除く。）の職員人事異動方針案について 
 
１ 概要 
  今後の教育行政の推進に当たっては、学校ＤＸや学校における働き方改

革の推進など、教育を取り巻く急速な状況変化に対応できる人材が必要で
あることから、これまで以上に若手職員の人材育成に積極的に取り組むこ
ととし、これを踏まえた人事異動方針とする。 

 
２ 前年度からの変更内容 
（１）基本方針 
  ・ 職員の適正配置を図るための考慮事項として、人材育成のために実

施する長期研修派遣等の「職務上の経験」を追加 
  ・ 若手職員の人材育成への留意に関する項目を新設 
（２）実施方針 
  ・ 若手職員の人材育成に関する取組として、ジョブローテーションの

ほか、長期研修への派遣等を追加（基本方針に対応するよう記載の順
番を見直し） 

 
３ 前年度からの変更箇所（新旧対照表） 

令和７年度人事異動方針 令和６年度人事異動方針 
 
１ 基本方針 
（１）特性、能力、職務上の経験等を十分

考慮して、職員の適正配置を図る。 
（２）・（３） ［略］ 
（４）若手職員の人材育成に特に留意す

る。 
（５） ［略］ 
 
２ 実施方針 
（１） ［略］ 
 ［削除］ 
 
 
 
（２）・（３） ［略］ 
（４）主査級以下の若手職員については、

計画的に多分野の業務を経験させる
ジョブローテーションの実施や長期
研修への派遣等により、能力の育成、
開発を図る。 

（５） ［略］ 
 

 
１ 基本方針 
（１）特性、能力等を十分考慮して、職員

の適正配置を図る。 
（２）・（３） ［略］ 
 ［新設］ 
 
（４） ［略］ 
 
２ 実施方針 
（１） ［略］ 
（２）職員配置に当たっては、ジョブロー

テーションにより、計画的に多分野の
業務を経験させ能力の育成、開発を図
る。 

（３）・（４） ［略］ 
 ［新設］ 
 
 
 
 
（５） ［略］ 
 

参 考 資 料 
議案第１号関係 

-1-



令和７年度青森県立高等学校及び青森県立中学校入学者募集人員について

１ 中学校卒業者数及び高等学校進学者数等の見込み

議案第４号関係
参 考 資 料

令和６年度 令和７年度

上段:(実　績)

下段:(見込み)

9,779人 

(9,788人)

96.2％ 

(97.3％)

9,395人 

(9,517人)

9,006人 

(9,142人)

6,454人 

(6,805人)

県 立 全 日 制 募 集 人 員 7,210人 7,135人 △ 75人

県 立 全 日 制 募 集 学 級 数 187学級 185学級 △ 2学級

区　　　　　　　分

中 学 校 卒 業 者 数
（ 前 年 度 末 ）

高 等 学 校 進 学 率

△ 40人

△ 386人

△ 407人

0.5ﾎﾟｲﾝﾄ 

△ 500人

増　　減
（実績との差）

県 内 高 等 学 校 進 学 者 数

県 内 全 日 制 高 等 学 校
入 学 者 数

県 立 全 日 制 高 等 学 校
入 学 者 数

9,279人 

96.7％ 

見　込　み

8,988人 

8,620人 

6,414人 
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２ 県立高等学校入学者募集人員

（１）全日制の課程

募集人員 ７，１３５人（７５人減）

【地区別募集人員】

① 東青地区（４０人減）

・青森南高等学校 普通科 １学級減（４０人減）

② 西北地区（３５人減）

・五所川原農林高等学校 森林科学科 １学級減（３５人減）

環境土木科 １学級減（３５人減）

環境科学科 １学級増（３５人増）

③ 中南地区（増減なし）

④ 上北地区（増減なし）

令和７年度に野辺地高等学校を学級減する見込みとして昨年度公表したが 八戸学院、

野辺地西高等学校の移転の発表に伴い 中学生の進路志望への影響を注視する必要があ、

るため、学級減を令和９年度に先送りする。

⑤ 下北地区（増減なし）

⑥ 三八地区（増減なし）

（２）定時制の課程

単位制による定時制の課程

募集人員 ４８０人（増減なし）

（３）通信制の課程

単位制による通信制の課程

募集人員 ５００人（増減なし）

（４）八戸水産高等学校専攻科

漁業科 １０人

募集人員 ２０人（増減なし）

機関科 １０人

３ 県立中学校入学者募集人員（県立三本木高等学校附属中学校）

募集人員 ６６人（増減なし）
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地域校への対応について 

 

 青森県立高等学校教育改革推進計画においては、学校規模の標準（１学年当たり４学級以上）

を満たさない高等学校のうち、募集停止等により高等学校への通学が困難な地域が新たに生じる

高等学校を地域校として配置し、地域校の規模・配置については、基本方針に定める基準等によ

り対応することとしている。 

 六ヶ所高等学校及び大間高等学校については、第１期実施計画から引き続き、第２期実施計画に

おいても地域校として配置し、鰺ヶ沢高等学校及び三戸高等学校については、第２期実施計画の開

始年度である令和５年度から地域校として配置している。 

 

＜２学級規模の地域校＞ 

基本方針に定める基準等 

入学者数が１学級規模の募集人員である 40 人以下の状態が２年間継続した場合、原則とし

て翌年度に１学級規模とする。 

学 校 名 
入学状況 

令和５年度 令和６年度 

大間高等学校 50 人 42 人 

 

＜１学級規模の地域校＞ 

基本方針に定める基準等 

募集人員に対する入学者数の割合が２年間継続して２分の１未満（＝20 人未満）となった場

合、募集停止等に向けて、当該高等学校の所在する市町村等と協議する。 

なお、協議の際には、基準に該当した翌年度の募集停止を基本とし、通学が困難となる地域

の生徒の通学について、当該高等学校の所在する市町村等と連携を図りながら、対応を検討す

る。 

学 校 名 
入学状況 

令和５年度 令和６年度 

鰺ヶ沢高等学校 16 人 28 人 

六ヶ所高等学校 33 人 33 人 

三戸高等学校 32 人 25 人 
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令和８年度青森県立高等学校入学者募集人員（見込み）について 
 
 
 

令和８年３月の中学校卒業者数は、９，４０６人と見込まれます。このことを踏まえ、現段階に

おいては、令和８年度の入学者募集人員について、以下のとおり見込んでおります。 

なお、令和８年度における募集人員については、来年度の学校基本調査のデータ等を踏まえ決定

する予定であり、中学校卒業予定者数の変動等により変更が生じる可能性があります。 

 

 

＜全日制課程＞ 

中南地区（４０人減） 

・弘前中央高等学校      普通科            １学級減（４０人減） 

 

三八地区（４０人減） 

・八戸東高等学校       普通科            １学級減（４０人減） 

 

 

※ 本資料には、募集人員の増減を見込んでいる学校（学科）のみ記載している。 
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令和７年度青森県立特別支援学校高等部及び専攻科

入学者募集人員について

１　 青森県立特別支援学校高等部（１５校）

５５学級 ３００人

（１） 視覚障害を対象とする特別支援学校高等部（１校）

３学級 １９人

（２） 聴覚障害を対象とする特別支援学校高等部（１校）

２学級 １１人

（３） 知的障害を対象とする特別支援学校高等部（８校）

３３学級 １９９人

[前年度からの増]

青森第二養護学校 普通科　普通学級 ＋１学級　＋８人

八戸高等支援学校 普通科　普通学級 ＋１学級　＋８人

[前年度からの減]

森田養護学校 普通科　普通学級 △１学級　△８人

弘前第一養護学校 普通科　普通学級 △１学級　△８人

（４） 肢体不自由を対象とする特別支援学校高等部（３校）

１１学級 ４３人

［前年度からの増］

八戸第一養護学校 普通科　重複学級 ＋１学級　＋３人

（５） 病弱を対象とする特別支援学校高等部（２校）

６学級 ２８人

２　 青森県立特別支援学校専攻科（１校：県立盲学校専攻科）

１学級 ８人

参 考 資 料

議 案 第 ５ 号 関 係

　募集人員 (＋ １学級　＋ ３人）

　募集人員 （学級・募集人員増減なし）

　募集人員 （学級・募集人員増減なし）

　募集人員 （学級・募集人員増減なし）

　募集人員 (＋ １学級　＋ ３人）

　募集人員 （学級・募集人員増減なし）

　募集人員 （学級・募集人員増減なし）
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